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議
員
　
子
ど
も
の
貧
困
を
撲
滅

す
る
た
め
に
は
、
市
と
し
て
で

き
る
こ
と
を
具
体
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
足
立
区

の
よ
う
な
保
護
者
の
収
入
や
子

ど
も
の
生
活
習
慣
な
ど
の
実
態

調
査
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
職
業
や
所
得
な
ど
を
自

己
申
告
で
答
え
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
が
与
え
る
心
理
的
な
影

響
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
本
当

に
実
態
が
把
握
で
き
る
か
も
含

め
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
災
害
時
の
避
難
住
民
の

情
報
源
と
し
て
、
地
域
の
Ｆ
Ｍ

放
送
は
有
効
だ
。
金
沢
市
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
へ
の
緊
急

割
込
放
送
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
が
、
本
市
で
の
導

入
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
㈱
エ
フ
エ
ム
む
さ
し
の

と
連
携
し
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
地
域
向
け
情
報

を
発
信
す
る
む
さ
し
の
Ｆ
Ｍ
の

周
波
数
の
周
知
に
努
め
る
。

議
員
　
発
災
時
に
国
に
申
請
す

る
と
、
臨
時
災
害
放
送
局
を
開

設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
川

防
災
公
園
・
多
機
能
複
合
施
設

（
仮
称
）に
機
器
・
ア
ン
テ
ナ
を

設
置
す
る
準
備
や
開
設
訓
練
等

議
員
　
平
成
27
年
４
月
の
介
護

報
酬
改
定
で
、
報
酬
が
削
減
さ

れ
、
同
年
１
月
～
10
月
の
老
人

福
祉
・
介
護
事
業
の
倒
産
件
数

は
前
年
を
大
き
く
上
回
る
状
況

だ
。
市
内
の
訪
問
・
通
所
・
居

宅
介
護
事
業
所
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
の
経
営
へ
の
影
響

と
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
事
業
規
模
に
よ
ら
ず
減

収
等
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
本
市
の
介
護
報
酬
算
定

に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
、
近

隣
と
比
較
し
て
地
域
区
分
が
不

当
に
低
い
評
価
で
あ
る
こ
と
で

あ
り
、
是
正
に
向
け
て
今
後
も

国
に
要
望
を
続
け
て
い
く
。

議
員
　
今
回
の
改
定
で
は
、
介

護
職
員
処
遇
改
善
加
算
等
の
拡

充
も
実
施
さ
れ
た
が
、
申
請
要

件
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
加
算

取
得
を
躊
躇
す
る
事
業
所
が
あ

っ
た
と
聞
く
。
市
内
事
業
所
の

申
請
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
民
間
事
業
所
の
状
況
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
市
の
介

議
員
　
防
災
・
減
災
に
は
家
具

転
倒
防
止
等
の
自
助
の
取
り
組

と
し
て
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・

移
動
防
止
や
ガ
ラ
ス
飛
散
対
策

等
の
支
援
を
加
え
る
べ
き
だ
。

市
長
　
家
具
転
倒
防
止
装
置
の

高
齢
者
等
へ
の
無
料
配
布
の
取

り
組
み
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
民

生
・
児
童
委
員
と
情
報
を
共
有

す
る
中
で
防
災
に
関
す
る
啓
発

に
努
め
て
き
た
。今
後
も
、日
常

生
活
に
加
え
て
防
災
に
関
す
る

支
援
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
若
年
層
へ
の
防
災
意
識

の
啓
発
が
進
ん
で
い
な
い
と
感

じ
る
。
災
害
か
ら
身
を
守
ら
な

け
れ
ば
共
助
に
加
わ
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
自
助
の
観
点
か
ら

防
災
意
識
を
啓
発
す
べ
き
だ
。

市
長
　
本
市
で
は
自
助
も
共
助

も
公
助
も
全
て
必
要
な
も
の
と

考
え
て
危
機
管
理
、
防
災
対
策

を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
そ
の

年
代
に
応
じ
た
防
災
意
識
の
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ａ
、
小
・
中
学
校
保
護
者
へ
の

Ｐ
Ｒ
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

議
員　
高
山
小
学
校
の
校
舎
の

増
築
に
つ
い
て
は
、
計
画
が
唐

突
に
出
て
き
た
印
象
を
受
け
た

人
が
多
く
、不
満
も
多
か
っ
た
。

も
っ
と
早
い
段
階
か
ら
市
民
参

加
を
行
い
、
検
討
経
過
を
公
表

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

教
育
長　
対
応
策
の
検
討
段
階

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
委
員
会
で
説
明
す
る
等
、
各

検
討
段
階
に
お
い
て
適
宜
説
明

の
場
を
設
け
、
保
護
者
や
地
域

住
民
の
意
見
を
伺
っ
て
き
た
。

今
後
も
よ
り
丁
寧
な
情
報
提

供
、説
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
旭
化
成
建
材
㈱
の
杭
打

ち
工
事
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題

に
つ
い
て
、
市
民
の
安
全
安
心

の
た
め
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
民
間

建
築
物
へ
の
調
査
対
象
の
拡
大

が
必
要
と
考
え
る
。

市
長　
今
後
、国
の
方
針
・
指
導

に
従
い
、
必
要
に
応
じ
て
適
切

に
安
全
確
認
を
行
っ
て
い
く
。

議
員
　
児
童
虐
待
の
リ
ス
ク
に

つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
着
目

し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
必
要
が

あ
る
。
産
科
医
か
ら
情
報
提
供

し
て
も
ら
う
仕
組
み
や
妊
婦
健

康
診
査
の
助
成
金
の
周
知
な

ど
、
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
引
き
続
き
支
援
の
必
要

な
妊
婦
の
早
期
把
握
や
助
成
金

等
の
積
極
的
な
周
知
に
努
め

る
。ま
た
、今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
全
て
の
妊
婦
を
対
象
と
し

た
保
健
師
等
専
門
職
に
よ
る
面

接
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
虐
待
な
ど
に
よ
り
社
会

的
養
護
の
対
象
と
な
る
子
ど
も

は
、都
内
に
４
千
人
い
る
が
、里

親
家
庭
で
暮
ら
し
て
い
る
の
は

そ
の
内
の
12
％
余
り
だ
。
里
親

の
増
加
に
向
け
、
学
校
現
場
で

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
拡
充
す
べ
き
だ
。

生
涯
学
習
担
当
部
長
　
都
の
養

育
家
庭（
里
親
）体
験
発
表
会
等

の
情
報
と
と
も
に
、
家
庭
教
育

学
級
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｔ

２８・１・２４

一
般
質
問

　
11
月
30
日
、
12
月
１
日
の
本
会
議
で
、

22
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

民
主
党
　
谷
口
　
敏
也
　
議
員

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

誰
も
が
安
心
で
き
る
市
政
を

民
主
党
　
石
原
　
　
恒
　
議
員

命
を
守
る
た
め
の
新
た
な

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
を

民
主
党
　
髙
谷
　
真
一
朗
　
議
員

大
規
模
災
害
時
の
情
報
提
供

体
制
と
防
災
教
育
の
充
実
を

日
本
共
産
党
　
栗
原
　
健
治
　
議
員

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る

日
本
共
産
党
　
大
城
　
美
幸
　
議
員

子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
を
把
握
し

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
施
策
を

介
護
報
酬
引
き
上
げ
に
向
け
て

現
場
の
声
を
聞
き
国
に
要
請
せ
よ

日
本
共
産
党
　
西
尾
　
勝
彦
　
議
員

み
が
重
要
で
あ
る
。今
後
、高
齢

者
世
帯
へ
の
生
活
支
援
の
一
つ

議
員
　
保
育
園
・
学
校
に
お
け

る
災
害
時
の
安
全
確
保
の
取
り

組
み
と
し
て
、
①
保
育
園
の
園

児
②
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
へ
の
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

整
備
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
政
策
部
長
　
①
避
難
時

に
す
ぐ
手
に
取
れ
る
場
所
に
保

管
す
る
た
め
に
は
防
災
頭
巾
が

適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

教
育
部
長
　
②
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
る
た
め
の
最
善
の
選

択
と
い
う
視
点
か
ら
今
後
も
調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
市
内
の
公
立
学
校
の
高

校
生
が
近
隣
の
保
育
園
児
を
避

難
誘
導
す
る
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
同
様
に
地
域
の
中
学
生
を

活
用
し
て
保
育
園
・
幼
稚
園
の

避
難
訓
練
を
実
施
す
べ
き
だ
。

子
ど
も
政
策
部
長
　
地
域
性
や

立
地
条
件
等
そ
れ
ぞ
れ
状
況
が

異
な
る
の
で
、
防
災
等
の
関
係

部
署
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
担
当
部
長
　
事
業
者

の
サ
ン
プ
ル
機
を
借
り
て
、
実

証
実
験
と
検
討
を
し
た
い
。

議
員
　
行
政
防
災
無
線
の
内
容

を
電
話
で
確
認
で
き
る
緊
急
情

報
電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス
も
、
導

入
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

市
長
　
市
民
の
要
望
も
あ
り
、

コ
ス
ト
等
を
調
べ
て
い
る
。

議
員
　
外
国
人
観
光
客
に
対
す

る
情
報
提
供
の
視
点
か
ら
、
三

鷹
駅
周
辺
の
Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
の
活

用
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
三
鷹
は
、

多
言
語
の
無
料
Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
を

対
応
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
。

ま
た
、
災
害
時
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
接
続
さ
れ
て
４
カ
国

語
で
情
報
が
提
供
で
き
る
。

議
員
　
共
助
の
担
い
手
の
育
成

を
目
的
に
、
市
立
中
学
校
で
３

年
の
３
学
期
に
普
通
救
命
講
習

を
実
施
し
て
い
る
。
受
講
時
期

を
早
め
て
、
在
学
中
の
受
講
回

数
を
２
回
に
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
受
講
回
数
は
１
回
だ

が
、
受
講
月
や
学
年
を
早
め
る

検
討
を
し
て
い
る
。
防
災
出
前

授
業
、
地
域
の
防
災
訓
練
、
保

健
体
育
の
授
業
等
で
技
能
を
反

復
し
、
定
着
さ
せ
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
児
童
館
施

策
に
つ
い
て

護
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
は
、
各
指

定
管
理
者
が
申
請
し
て
い
る
。

改
定
前
に
、
市
内
事
業
者
を
対

象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、

制
度
の
周
知
に
努
め
た
。

議
員
　
事
業
所
に
と
っ
て
減
収

は
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
特
に

民
間
で
は
賃
金
削
減
や
利
用
者

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
介

護
報
酬
削
減
の
影
響
に
つ
い

て
、
民
間
を
含
め
た
市
内
全
事

業
所
の
実
態
調
査
を
行
い
、
正

確
な
数
字
を
把
握
し
た
上
で
対

策
を
講
じ
る
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
長
　
事
業
所
の
減

収
状
況
よ
り
、
加
算
を
取
得
す

る
た
め
に
行
っ
た
工
夫
や
加
算

の
活
用
状
況
な
ど
を
調
べ
て
、

制
度
的
に
見
直
す
べ
き
点
を
把

握
し
た
い
。
小
規
模
事
業
所
の

人
材
確
保
と
体
制
整
備
の
支
援

は
、福
祉
の
し
ご
と
相
談
・
面
接

会
な
ど
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
市
に

お
け
る
町
会
等
自
治
組
織
に
つ

い
て

議
員
　
国
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
お
け
る
低
所
得
者
へ
の

保
険
料
の
特
例
軽
減
措
置
を
平

成
29
年
度
か
ら
廃
止
す
る
方
針

を
示
し
た
。
本
市
で
の
軽
減
対

象
人
数
及
び
被
保
険
者
に
対
す

る
割
合
、
軽
減
額
を
聞
く
。

市
長
　
平
成
26
年
度
の
対
象
人

数
と
割
合
は
、
均
等
割
軽
減
が

８
千
728
人
、47
・
５
％
で
、所
得

割
軽
減
が
１
千
559
人
、８
・
５

％
、軽
減
額
は
総
額
で
２
億
３

千
800
万
円
余
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
被
保
険
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
財
政
安
定
化

基
金
や
特
別
会
計
調
整
基
金
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

国
や
都
に
保
険
料
抑
制
の
た
め

の
財
政
支
援
を
求
め
た
い
。

市
長
　
平
成
28
・
29
年
度
の
保

険
料
改
定
に
お
い
て
、
都
の
財

政
安
定
化
基
金
の
活
用
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
、
全
国
市
長
会

と
同
様
に
、
本
市
で
も
国
の
責

任
で
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ

る
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。

議
員
　
こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防

事
業
は
平
成
28
年
度
か
ら
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
に
変
わ
る
。
今
後
ど
の
よ
う

に
事
業
が
充
実
さ
れ
る
の
か
。

市
長
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
住
民
協
議
会
な
ど
多
様
な

担
い
手
と
の
協
働
に
よ
る
事
業

の
実
施
や
、
出
前
講
座
等
に
つ

い
て
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

議
員
　
制
度
改
正
に
よ
り
新
た

に
介
護
予
防
事
業
に
参
加
す
る

市
民
に
対
し
て
は
、
介
護
認
定

申
請
の
案
内
を
し
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
専

門
職
が
丁
寧
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
広
く
市
民
へ
の
介
護
保

険
制
度
の
周
知
に
努
め
た
い
。

議
員
　
介
護
予
防
事
業
参
加
後

に
自
主
的
に
活
動
を
継
続
す
る

グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
を
聞
く
。

市
長
　
現
在
実
施
し
て
い
る
介

護
予
防
自
主
グ
ル
ー
プ
企
画
講

座
講
師
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は

支
援
の
拡
充
を
考
え
て
い
る
。

専門指導員による介護予防教室

議
員　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

お
け
る
多
子
世
帯
へ
の
支
援
の

強
化
に
つ
い
て
、例
え
ば
、国
保

加
入
世
帯
の
３
人
目
か
ら
均
等

割
免
除
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

市
民
部
長
　
市
独
自
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
が
、
全
国
市
長

会
か
ら
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
に
、
子
ど
も
に
係
る
均
等

割
保
険
料
を
軽
減
す
る
支
援
制

度
を
国
に
要
望
し
て
い
る
。

議
員
　
就
学
援
助
を
申
請
し
た

が
非
認
定
と
な
っ
た
世
帯
に
つ

（
４
面
へ
続
く
）


